
 

2023年 11月, IDC #AP50165723e_JP 

IDC MarketScape 

IDC MarketScape：アジア太平洋地域における Microsoftビジネス

アプリケーション実装サービスに関する 2023～2024年ベンダー評

価 

Rijo George Thomas 

THIS MARKETSCAPE EXCERPT FEATURES: 日立ソリューションズ

IDC MARKETSCAPE FIGURE 
  

FIGURE 1 

IDC MarketScape アジア太平洋地域における Microsoftアプリケーション実装サービスに関
する 2023～2024年ベンダー評価 

 

出典：IDC, 2023 

 

能
力

戦略

リーダー

主要プレイヤー

競争者

参加者

Accenture & Avanade

DXC

EY

HCLTech

日立ソリューションズ

Infosys

KPMG

NCS

PwC

TCS

Tech Mahindra

Unify Dots

IDC MarketScape アジア太平洋地域におけるMicrosoftアプリケーション

実装サービスに関する2023～2024年ベンダー評価



 

©2023 IDC #AP50165723e_JP 2 

調査手法、市場定義、スコアリング基準の詳細については補遺・関連資料を参照。 

調査概要 

本 Excerptの内容は、『IDC MarketScape：アジア太平洋地域における Microsoftビジネスアプリケーション

実装サービスに関する 2023～2024年ベンダー評価』（文書番号 AP50165723ee）からの抜粋である。本

Excerptには以下の項目の一部または全部が含まれる。IDCの見解、IDC MarketScapeベンダー選定の基

準、テクノロジーバイヤーへの提言、ベンダーの特長、補遺、参考資料。Figure 1および 2"も含まれる。 

IDCの見解 

Dynamics 365と Power Platformソリューションスイートを含む Microsoftのビジネスアプリケーションは、世

界中で最も成長率の高いサービスラインにかぞえられる。Microsoftのビジネスアプリケーションソリューショ

ンが目指すものは、財務管理、統合基幹業務システム（ERP）、顧客関係管理（CRM）、サプライチェーン管理

（SCM）、アプリケーション開発プラットフォームのクラウドベース事業部門（LOB）ソリューションを規模もデジ

タル成熟度もさまざまな企業に提供することである。Microsoftは、AIへの投資と Dynamics 365 Copilotの

導入により、ビジネスアプリケーション商品のバリュープロポジションを LOBユーザー全体でさらに増強し、複

雑なユースケースの採用を高め続けている。 

Microsoftは長年にわたり、カスタマーサクセスへの取り組みを拡大するよう努力してきた。成長を続けるパー

トナーエコシステムを活用し、画期的な成果を顧客にもたらしている。さらに、Microsoftの SPエコシステム

は、実装に向けた総合的なロードマップの作成、現地スタッフによるサポートの提供、社内外のステークホル

ダーエクスペリエンスの管理、リスクの削減、そして予算とスケジュールを厳守した実装の保証を通じて、ソリ

ューション実装の複雑性を軽減できるよう企業顧客を支援している。Microsoft Dynamics 365ソリューション

にアップグレードする顧客は、Microsoft Dynamics 365および Power Platformへの投資から最大の価値を

引き出すために、クラウド対応状況に関する評価の実施、変更管理の実現、アジャイル実装手法、そしてイノ

ベーションへのフォーカスなど、サービスプロバイダーの専門能力も極めて重要であることを実感している。 

本 IDC調査では、アジア太平洋地域の Microsoftビジネスアプリケーション実装ベンダーについて、現時点

における実装サービス能力の強みと、適切な成長戦略を通じて Microsoft Dynamics 365および Power 

Platformソリューションの普及拡大を図る将来性の両面から評価する。主な調査結果は次の通りである。 

▪ 「複雑なユースケースに適合したプラットフォーム」というテーマによる拡大。アジア太平洋地域の顧

客が Microsoftビジネスアプリケーションソリューションを活用して、コア ERP／CRMソリューション

を強化して取り囲む例が見受けられるが、SPエコシステムはアジア太平洋地域で大きく前進し、複

雑なユースケースに対応可能な「選ばれるプラットフォーム」として Microsoft Dynamics 365を位置

付けている。この点に関して、財務と業務のポートフォリオのサービスがサービスプロバイダーによっ

て着実に台頭しつつある。フロントオフィスおよびバックオフィスにおける変革のイネーブラーとして、

Microsoft Dynamics 365および Power Platformの機能が強化されつつある。 

▪ Power Platformの能力のばらつき。IDCの分析によると、SPが Power Platformを活用して顧客

のために結果を出す能力には大きなばらつきがある。一部のベンダーは、顧客が Power Platform

センターオブエクセレンス（COE）を構築してソフトウェアイノベーション能力を獲得し、Power 

Automateによって効率を高めて、Power Appsによって構成可能なアジャイルアプリケーションを構

築できるようにすることに長けている。IDCでは、サービスプロバイダーが社内の人材確保の向上に

力強く取り組み、アジア太平洋地域における Power Platform主導のエンゲージメントをサポートして

いることを継続的に確認している。 

▪ AI主導のエンゲージメント。Dynamics 365と Power Platformのソリューションで利用可能な新しい

生成 AI（GenAI）統合によって現在のデプロイメントを強化することに顧客が関心を寄せていることを

サービスプロバイダーは継続的に確認している。さらに、新しい実装には、Azure Open AIスタックを

活用してプロジェクトを概念実証（POC）まで迅速に押し進めることなど、組織の AIロードマップとテ

クノロジー採用の明確化の評価が含まれる。IDCの分析によると、一部のベンダーは固定価格エン

ゲージメントモデルを AIによる成果保証（高価格）で補っている。これは、AIサービスと新しいビジネ

スモデルとの間の差別化を推進していることを示す。 
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▪ 顧客の優先事項との整合。調査対象ベンダーの戦略基準の全体的評価から、ベンダーは前回調査

と比較してビジネス連携基準で善戦しており、顧客が Microsoftのビジネスアプリケーションを購入

する理由をサービスプロバイダーがよく理解していることが示されている、と IDCはみている。さら

に、サービスプロバイダーは、より効率的なツール、プラットフォーム、フレームワーク、手法を活用し

て顧客のビジネス課題を明確にすることによってコンサルティング能力（設計、ビジネス、ITコンサル

ティング）を継続的に高めて、既存のオンプレミス顧客ベースをクラウドに移行して AIの導入を拡大

するという Microsoftの取り組み（加速、革新、移行（AIM）プログラム）をサポートしている。 

IDC MARKETSCAPEベンダー選定の基準 

この評価は、アジア太平洋地域における Microsoftビジネスアプリケーション実装 SPエコシステムのすべて

のプレイヤーを網羅したものではない。本 IDC MarketScapeでは、以下の基準に従ってプレイヤーの範囲を

絞り、最終的にこれら 9社の実装 SPについてデータを収集・分析した。  

▪ サービス範囲。Dynamics 365と Power Platformアプリケーションの実装において、エンドツーエン

ドのサービス能力を実証済みのベンダーであること。具体的には、アジア太平洋地域におけるビジネ

ス・ITコンサルティングサービス、カスタマイゼーション／開発サービス、システムインテグレーション

（SI）サービス、移行サービスである。 

▪ 地域におけるプレゼンス。アジア太平洋地域を構成する次のサブ地域のうち、3つ以上で実装サー

ビスを提供していること。オーストラリアおよびニュージーランド（ANZ）、北アジア（韓国）、大中華圏

（中国、香港、台湾）、東南アジア（シンガポール、マレーシア、タイ、インドネシア、ベトナム、フィリピ

ン）、インド、日本。 

▪ 対象モジュール。サービスプロバイダーは、3つ以上の Dynamics 365 SaaS製品（セールス、サー

ビス、マーケティング、コマース、サプライチェーン、HR、財務、SMBソリューション、プロジェクト管

理）、Power Platform（Power BI、Power Apps、Power Automate）、業種別にカスタマイズしたソリ

ューションについて実装サービスを提供している必要がある。 

ADVICE FOR TECHNOLOGY BUYERS 

本調査に基づき、バイヤーは Dynamics 365アプリケーションの実装に着手する際に、あるいは実装パート

ナー選択ジャーニーを開始する段階で、以下の提言について考慮することを IDCは推奨する。 

▪ 総合的なロードマップを出発点にする。実装への道には、複数の予期せぬ課題が待ち受けている。

実装に先立って、セキュリティ、コスト、スキル、市場化期間、カスタマイゼーション、人材など、LOB

の懸念に対処することが極めて重要である。したがって、SPを選択して実装ジャーニーに乗り出す

前に、企業は全体的な最新化ロードマップを作成する必要がある。 

▪ 実装に責任を負う。実装から望まれるビジネス成果と財務目標について、Microsoftおよびパートナ

ーと共に期待事項を設定し、運営委員会の定期会合に積極的に出席する主要経営幹部を特定し、

パートナーが円滑な実装を促進するためのサポートを受けていることを確認する。 

▪ スキルアップとトレーニングに投資する。技術戦略と共に人材戦略を推進し、実装プロジェクトのサポ

ートに必要なスキルの可用性を確保して、実装後の円滑な移行を確実にすることが重要である。変

更を管理して継続的なイノベーションを推進するため、トレーニングとスキルアップの取り組みに投資

し、Dynamics 365と Power Platformのソリューションについて社内の人材を確保する。 

▪ 地域志向の能力が鍵となる。西側で大規模な Dynamics顧客ベースを有する実装 SPの多くは、ア

ジア太平洋地域でのプレゼンスが限られている。パートナーの地域プレゼンス、つまり現地の人材と

計画を用いてサポートを提供し、その地域で拡大する能力を検討すると、関係性に対するベンダー

の長期的関与を評価する適切な基準となる。 

▪ 注目を集める AIの先を読む。Microsoftはビジネスユーザーの状況に AIを当てはめる最前線にお

り、いくつかの AI機能をコアアプリケーション商品に統合している。実装ベンダーのマーケティングメ

ッセージの先を読み、ビジネスモデルとして AIを利用する機能にアクセスし（コスト削減への取り組

み）、Microsoftの AI商品を活用してビジネスプロセスとユーザーエクスペリエンスを新たに考案す

る経験を積む。生成 AIの活用に対する組織の対応およびプロトタイプソリューションで実現可能な

直接的成果を測定する評価により実装の完成度を高める。 
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▪ Power Platformで継続的に価値を実現する。Power Platformに関するベンダーの能力を個別に検

討するのではなく、それをソリューション設計にどのように組み込み、ベンダーがその能力をどのよう

に活用して既存の Dynamicsへの投資の価値を最大化するか検討する。ベンダーの Power 

Platformサービス能力によってビジネスで具体的な恩恵を受け、アプリケーション機能が強化された

という、既存顧客のリファレンスを評価する。 

▪ 競合を評価する。本 IDC ITMarketScapeを、契約交渉時に利用できる。また、Dynamics 365と

Power Platformの実装プロジェクトでベンダー候補を絞り込むだけでなく、ベンダーの提案や口頭で

のプレゼンテーションを評価するためのツールとしても利用可能である。各ベンダーの真の差別化要

因を理解したうえで、その専門知識（技術力、業界基盤、その他）を活用する必要がある。 

注目のベンダー 

ここでは、IDC MarketScape調査で得られた日立ソリューションズに関する IDCの主な調査結果について簡

単に説明する。以下の記述は、このベンダーの強みと機会を要約するものである。 

日立ソリューションズ 

日立ソリューションズは、アジア太平洋地域における Microsoftビジネスアプリケーション実装サービスに関

する 2023～2024 IDC MarketScapeで、IDCの分析とバイヤー意識調査に基づき「リーダー」カテゴリーに

位置付けられた。 

日立ソリューションズは、産業および社会基盤を支える革新的な製品およびソリューションの世界的プロバイ

ダー、日立製作所のグループ会社である。日立ソリューションズでは、顧客ベースの 3分の 2が日本以外の

企業となっており、Microsoftのテクノロジースタックを中心とする世界的なエンドツーエンドサービスに特化し

ている。現在、日立ソリューションズは、アジア太平洋地域において Dynamics 365アプリケーション製品と

Power Platformソリューションスイート全般にわたって実装サービス（コンサルティング、設計、SI、移行など）

を提供している。 

日立ソリューションズでは、特化した Microsoftパートナーとしての 20年の経験から獲得した、深い製品知識

により、Microsoftビジネスアプリケーションのサービスベンダーエコシステムにおける差別化を実現してい

る。この経験により、日立ソリューションズは、Dynamics 365プラットフォームで各業界向け IPを広範に登録

し、事業展開している主要業種、特に BFSI、製造、プロフェッショナルサービス、ヘルスケア、小売りで顧客の

価値創出までの時間を加速している。さらに、ビジネス向け IPのポートフォリオを活用して、ロイヤルティ管

理、セールス、サービス、財務、サプライチェーンなど、LOBの各部門で特定の課題に対処している。 

本調査を実施した時点では、日立ソリューションズの顧客は日本企業が最も多く、次いで東南アジア、インド、

大中華圏（GCR）、そしてオーストラリアおよびニュージーランド（ANZ）となっている。日立ソリューションズ

MBASサービスで最大の業種は、製造、サービス、BFSIである。日立ソリューションズはアジア太平洋地域

のすべての主要な市場単位で、現地のデリバリー能力およびリソースを保有している。Dynamics 365のス

キルを備えた日立ソリューションズのリソースが最も多く分布しているのはインドであり、次いで日本、東南ア

ジア、大中華圏（GCR）、オーストラリアおよびニュージーランド（ANZ）である。 

強み 

▪ アジア太平洋地域における強力なサービス体制。IDCの評価によると、日立ソリューションズは東南

アジア、日本、インドの現地チームを通じて、Dynamics 365の強力な実装能力およびデリバリー能

力を示している。さらに、ブルネイ、カンボジア、ラオス、インドネシアなどの地域の顧客との協業にお

けるリモートチームの活用でも、日立ソリューションズの能力は際立っている。現在、日立ソリューショ

ンズは、シドニー、ブリスベン、メルボルン、オークランド、ウェリントンにおけるプレゼンスにより、オー

ストラリアとニュージーランドで顧客ベースを増強している。 

▪ ROIビジネスケースツール。日立ソリューションズでは、特にマクロ経済の逆風が吹くときに、顧客の

ROIを追跡して着実な ROIを実現することに重点を置いている。Nucleus Research と提携し、

Microsoft Dynamics 365と Azureのソリューションに基づいて財務モデリングツールを提供してき

た。このツールにより、実際の ROI、総所有コスト（TCO）、回収期間などの財務指標を測定できるよ

うになる。 
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▪ 中堅企業から大企業を重視。日立ソリューションズは、専門性のある Microsoft SPとして、アジア太

平洋地域のさまざまな国々にわたり、ハブアンドスポークのアプリケーションモデルによって中堅企

業と大企業の両方のクライアントの要求に応じる能力を示している。 

▪ 顧客からのフィードバック。IDCが面談調査した顧客は、日立ソリューションズの上質のリソース、深

い製品知識、顧客のビジネスの入り組んだプロセスを把握してから実装する能力を称賛している。 

課題 

▪ 日立ソリューションズは、Microsoftの新たなイノベーションによってさらに顕著に、ソートリーダーシッ

プとパートナーシップの取り組みをマーケティングメッセージにおいて示す必要がある。 

▪ 日立ソリューションズは、アジア太平洋地域において、モジュール方式の価格設定とコスト競争力を

改善する必要があると指摘するクライアントもいる。 

日立ソリューションズを検討すべき場合 

その地域における確固としたサービス提供能力、Microsoft Dynamics 365製品に関する確かな専門知識、

新規実装に伴う複雑な SIにおける豊富な経験を備えた実装パートナーを求めるアジア太平洋地域の企業に

とって、日立ソリューションズは優れた選択肢である。製造、サービス、金融サービスの各部門のクライアント

は、日立ソリューションズの業界対応ソリューションに、Microsoftへの投資から商品化までの時間を短縮する

付加価値を見出す。 

APPENDIX 

IDC MarketScape Graphの見方 

この分析の目的を考慮し、IDCでは成功の尺度として重要と思われる要素を、機能と戦略の 2つの基本カテ

ゴリーに分けている。 

Y軸上の位置は、ベンダーの現在の能力とサービスメニュー、さらにベンダーが顧客ニーズにどの程度合致

しているかを示す。機能カテゴリーは、会社と製品の現在の能力が中心である。このカテゴリーにおいて、

IDCのアナリストは、ベンダーが選択した戦略を市場で実行できるようにするための機能をどこまで適切に構

築、実現しているかをみている。 

X軸、すなわち戦略軸上の位置は、ベンダーの未来戦略と顧客が今後 3～5年で要求するものがどの程度

合致しているかを示す。戦略カテゴリーは、ハイレベルな意思決定と、オファリング、顧客セグメント、今後 3～

5年の間の GTMプランについての基礎的な前提に焦点を合わせている。 

IDC MarketScapeで、個々のベンダーを示すマーカーの大きさは、評価対象の市場セグメントにおけるベン

ダーのマーケットシェアを表す。 

IDC MarketScapeの手法 

IDC MarketScapeの基準の選択、重み付け、およびベンダースコアは、十分な調査に基づく、IDCの市場と

個々のベンダーに関する判断を示す。IDCのアナリストは、市場リーダー、市場参入ベンダー、およびエンド

ユーザーとの体系化した議論、調査、取材によって、ベンダーの測定基準となる特性の範囲を調整している。

市場の重み付けは、市場ごとに、ユーザーの取材、購買者調査、それぞれのテクノロジー市場を担当する

IDCのエキスパートからの情報に基づいて行われる。IDCのアナリストは、詳細な調査やベンダー取材、公

開されている情報、エンドユーザーの体験に基づいて個々のベンダースコアを決定し、最終的に IDC 

MarketScapeにおけるベンダーの位置付けを決定して、各ベンダーの特性、行動、能力に関する正確で一

貫性のある評価を行うよう取り組む。 

市場定義 

Microsoft Dynamics 365実装サービス市場は、設計—構築—実行の機能チェーンにおける設計、構築、およ

び統合機能をその範囲とする（Figure 2を参照）。設計フェーズには、ITコンサルティングおよびビジネスコン

サルティングが含まれる。Figure 2に示されているサービス市場についての詳しい定義は、『IDC's 

Worldwide Services Taxonomy, 2019（IDC #US44916019、2019年 3月発行）』を参照。 
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FIGURE 2 

IDCの設計—構築—実行機能チェーン 

 

出典：IDC, 2023 
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Synopsis 

本 IDC調査は、Microsoftビジネスアプリケーション（Dynamics 365および Power Platform）実装サービス

市場にセグメント固有のオファリングおよび能力を持って参入しているサービスプロバイダーについて、IDC 

MarketScapeモデルを用いて評価するものである。この評価では、エコシステムにおける成功につながる定

性的特性および定量的特性の両方が考慮されている。この評価は、各ベンダーを一定の基準に照らし合わ

せて相互に評価するための総合的かつ厳密なフレームワークに基づいており、市場における短期および長

期の成功に最も強く影響すると考えられる要因を強調している。 

「Microsoftは、AIへの投資と Copilotの導入により、ビジネスアプリケーション商品のバリュープロポジション

を事業部門ユーザー全体でさらに増強し、複雑なユースケースの採用を高め続けている」と、IDC 

Asia/Pacificの ITサービスリサーチ担当リサーチマネージャー、Rijo George Thomasは言う。「この点に関

して、バイヤーはサービスプロバイダーを選択する際、従来の KPIだけでなく、特に Power Platformを活用

して迅速な価値創出を可能にする変更管理の専門知識、ツール、フレームワーク、および AIを組み込んで

Microsoftへの投資を強化する能力についても考慮する必要がある。」 
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